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1章 事業概要 

1.1 背景 

国有林は日本の国土の約２割を占めているが、その多くは奥地の急峻な山脈に分布し、

良質な水の補給、土砂災害の防止・軽減等重要な公益的機能を発揮している。しかしなが

ら、奥地であるがゆえに山地災害発生後の現地調査や山地治山事業計画における荒廃現

況調査の際には、通信機器のエリア外になるケースが多いことから、現行の現地調査手法

では、山腹崩壊地等の正確な位置の把握に時間を要してしまい、応急対策や復旧計画策

定等の実施に影響が出るケースも生じている。 

 

1.2 目的 

早期復旧に向けた治山対策の強化を目的に、上述のような通信機器のエリア外といった

状況下においても、迅速に被害状況の情報収集および応急復旧対策等の迅速化が可能と

なる手法を検討することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ヘリ調査のイメージ （平成 29 年度 森林・林業白書より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 山地災害調査箇所のイメージ （平成 29 年度 森林・林業白書より） 

  


